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・

黒
部

川
上

ノ
廊

下
か

ら
赤

木
沢

 

２
０

０
２

年
８

月
３

日
～

６
日

 

メ
ン

バ
ー

 
Ｌ

河
崎

 
吉

田
 

大
内

（
記

）
 

 
上

ノ
廊

下
遡

行
を

目
的

に
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
作

り
を

含
み

３
人

で

岩
ト

レ
、

徒
渉

練
習

、
泳

ぎ
の

谷
等

大
き

な
谷

で
の

練
習

で
は

な

か
っ

た
が

、
そ

れ
な

り
に

積
み

重
ね

て
き

た
。

未
だ

先
の

こ
と

と

思
っ

て
い

た
夏

合
宿

当
日

が
、
あ

っ
と

い
う

間
に

来
て

し
ま

っ
た

。
 

 
夕

立
後

の
い

く
ら

か
涼

し
さ

を
感

じ
る

新
宿

で
あ

っ
た

が
、

都

庁
そ

ば
の

夜
行

バ
ス

乗
り

場
は

、
北

ア
方

面
の

登
山

者
で

に
ぎ

わ

っ
て

い
た

。
バ

ス
出

発
時

間
ぎ

り
ぎ

り
に

や
っ

て
来

た
河

崎
君

を

待
ち

な
が

ら
吉

田
さ

ん
と

「
こ

こ
で

敗
退

だ
な

！
」

と
冗

談
を

言

い
合

う
。

 

一
日

目
 

天
気

は
予

報
ど

お
り

良
い

。
扇

沢
か

ら
始

発
の

ト
ロ

リ
ー

バ
ス

で
黒

四
ダ

ム
へ

。
バ

ス
３

台
ほ

ど
の

人
々

が
待

っ
て

い
た

。
平

の

渡
し

ま
で

の
湖

岸
道

は
、

荷
は

重
い

が
割

と
歩

き
易

い
山

道
が

続

く
。

少
し

無
理

を
す

れ
ば

十
時

の
船

に
間

に
合

い
そ

う
だ

が
、

計

画
通

り
奥

黒
部

ヒ
ュ

ッ
テ

付
近

に
ツ

ェ
ル

ト
を

張
る

こ
と

に
し

て
、

の
ん

び
り

休
み

な
が

ら
行

く
。

平
の

渡
し

か
ら

先
の

道
は

崩
れ

た

所
が

多
く

、
木

の
梯

子
の

上
り

下
り

で
足

に
こ

た
え

る
。

待
望

の

黒
部

川
の

流
れ

を
右

下
に

見
る

よ
う

に
な

る
と

、
明

日
か

ら
の

遡

行
に

期
待

と
不

安
が

入
り

混
じ

る
。

 

ヒ
ュ

ッ
テ

の
人

に
７

月
２

８
日

頃
深

瀬
信

夫
が

入
っ

た
こ

と
、

又
、

ま
だ

水
量

が
多

く
３

日
ほ

ど
前

に
入

っ
た

パ
ー

テ
ィ

が
引

き

返
し

て
い

る
と

の
こ

と
。
「

泳
ぎ

の
う

ま
い

人
が

居
な

い
と

進
め

な
い

よ
。
ウ

エ
ッ

ト
ス

ー
ツ

は
持

っ
て

い
る

の
。
」
等

と
少

し
お

ど

か
さ

れ
る

。
冷

え
た

ビ
ー

ル
を

買
い

込
み

、
入

渓
と

こ
れ

か
ら

の

頑
張

り
を

思
い

乾
杯

す
る

。
夕

方
小

さ
め

だ
が

岩
魚

を
数

匹
釣

り

上
げ

、
夕

食
に

岩
魚

汁
が

加
わ

っ
た

。
 

二
日

目
 

 
ツ

ェ
ル

ト
を

張
っ

た
所

で
入

渓
準

備
を

し
て

、
少

し
緊

張
気

味

に
５

～
６

分
東

沢
を

下
降

し
上

ノ
廊

下
に

入
る

。
水

流
に

勢
い

が

あ
り

、
水

も
冷

た
い

。
下

ノ
黒

ビ
ン

ガ
付

近
は

何
回

か
の

ス
ク
ラ

ム
徒

渉
で

思
っ

て
い

た
よ

り
楽

に
通
過

す
る

。
第

一
の
難
関
口
元

ノ
タ

ル
沢

の
先

の
淵

は
右

岸
か

ら
左

岸
に

徒
渉

し
、

２
ｍ
程

の
岩

場
に

上
り

流
れ

の
中

に
飛

び
込

ん
で
対

岸
に

渡
る

。
ザ
イ

ル
を

張

っ
て

も
深

い
流

れ
の
中

に
飛

び
込
む

の
は
勇

気
が

い
る

。
上

ノ
黒

ビ
ン

ガ
付

近
は
両

岸
壁

か
ら
美

し
い
滝

が
か

か
り

、
上

ノ
廊

下
の

ス
ケ

ー
ル

の
大

き
さ

を
し

み
じ

み
感

じ
る

。
こ

こ
に

来
て

良
か

っ

た
と

思
う

。
金

作
谷

付
近

の
側

面
に

は
大

き
な
雪

渓
が
残

る
が

、

開
け

て
い

て
明

る
い

。
順
調

に
進

め
時

間
的

に
も
早

い
の

で
先

に

進
む

こ
と

に
す

る
。
金

作
谷

の
先

は
谷

が
狭

ま
り

流
れ

の
早

い
廊

下
と

な
る

。
右

岸
側

に
ハ

ー
ケ

ン
を
打

ち
ザ
イ

ル
徒

渉
を
試

み
る



が
流

さ
れ

て
し

ま
う

。
河

崎
君

が
同

じ
よ

う
に
途
中

ま
で
ザ
イ

ル

に
頼

り
徒

渉
し

、
後

は
飛

び
込
む

よ
う

に
対

岸
に

泳
ぎ
着

く
。
セ

カ
ン
ド

か
ら

は
ザ
イ

ル
を
頼

り
に

割
り

と
楽

に
通
過

す
る

。
そ

の

先
の

大
き

な
淵

は
右

岸
か

ら
左

岸
に

吉
田

さ
ん

が
流

さ
れ

な
が

ら

泳
ぎ
切

る
。

上
流

か
ら

下
流

に
流

さ
れ

な
が

ら
う

ま
く

泳
ぐ

の
が

コ
ツ

で
あ

る
。
雲

が
厚

く
な

り
天

気
が

気
に

な
っ

て
き

た
が

、
核

心
部

を
無
事

通
過

し
て

３
人
共

気
持

ち
が
楽

に
な

る
。

し
ば

ら
く

行
く

と
左

岸
に
草

の
台
地

が
あ

っ
た

が
、

そ
の

下
の

河
原

の
砂
地

に
ツ

ェ
ル

ト
を

張
る

。
雨

が
降

り
出

し
た
中

、
吉

田
さ

ん
が

大
き

め
の

岩
魚

を
釣

り
上

げ
て

来
た

。
断

続
的

に
夜

ま
で
雨

が
降

り
続

き
、
小

さ
め

の
タ

ー
プ

の
下

で
３

人
雨

の
増

水
も

気
に

な
っ

た
が

、

焚
き
火

を
囲

み
上

ノ
廊

下
の
真

た
だ
中

に
居

る
ん

だ
と

い
う
満

足

感
も

感
じ

て
い

た
の

で
す

。
 

三
日

目
 

 
朝

の
う

ち
は
曇

っ
て

い
た

が
、
徐

々
に
晴

れ
と

な
る

。
ツ

ェ
ル

ト
を

出
発

し
て
１

５
分
位

行
く

と
ゴ

ル
ジ

ュ
入
口

の
淵

と
な

る
。

右
岸

か
ら
左

岸
に

ス
ク
ラ

ム
徒

渉
。
側
壁

を
登

り
残
置

に
よ

り
１

０
ｍ
程
懸
垂

下
降

を
す

る
。

さ
ら

に
そ

の
先

は
流

れ
が
速

く
、
ハ

ー
ケ

ン
一
本
打

ち
ザ
イ

ル
ト
ラ

バ
ー

ス
と

な
る

。
す
ぐ

下
に
落

ち

込
み

が
あ

り
、

流
さ

れ
る

と
ま
ず

い
の

で
緊

張
す

る
。

し
ば

ら
く

は
谷

が
狭

ま
り
適

当
に

乾
い

た
両
壁

を
へ
つ

り
な

が
ら

通
過

。
楽

し
め

る
。

や
が

て
谷

が
右
側

に
曲

が
り
美

し
い

一
枚

岩
板
状

の
ナ

メ
床

を
行

く
と

右
岸

よ
り
赤
牛

沢
を

入
れ

る
。

岩
苔

小
谷

出
合

付

近
は

谷
も
開
け

明
る

い
感

じ
だ

。
谷

の
形
状

は
岩

魚
が

居
そ

う
な

の
で
つ

り
タ
イ

ム
に

す
る

が
ま

っ
た

く
つ

れ
な

か
っ

た
。

岩
苔

小

谷
の

先
で
再

び
谷

が
狭

ま
り

、
柚
状
節

理
の

岩
床

に
な

り
美

し
い

。

ど
う

通
過

し
よ

う
か

と
ル

ー
ト
フ
ァ
イ

ン
デ

ィ
ン
グ

が
楽

し
く

な

る
と

こ
ろ

。
一
ヶ

所
左

岸
上

部
の

岸
壁

が
崩

れ
て

い
る

場
所

の
通

過
で

、
河

崎
君

が
４

～
５
ｍ

へ
つ

っ
た

後
流

れ
を

岩
に
飛

び
つ

く

所
は

き
わ

ど
い

感
じ

で
ひ

や
り

と
し

た
。

後
の

二
人

も
少

し
下

流

の
流

れ
の
早

い
中
ザ
イ

ル
で

の
徒

渉
に

緊
張

す
る

。
こ

の
後

は
三

人
共

、
立

岩
奇

岩
の
自
然

の
造
形

に
感
心

し
た

り
冗

談
を

言
い

合

う
余
裕

も
あ

っ
た

の
で

す
が

、
薬
師

沢
ま

で
の
炎

天
下

で
の

河
原

の
照

り
返

し
に

ま
い

り
ま

し
た

。
や

っ
と

の
思

い
で

た
ど

り
着

い

た
薬
師

沢
小
屋

付
近

の
河
原

で
は
中

年
の
男

の
登

山
者

が
何

人
も

体
を
洗

っ
て

お
り

、
僕
達

は
ビ

ー
ル

を
買

い
込
む

と
早

々
と
逃

げ

る
よ

う
に
赤

木
沢

出
合

に
向

か
っ

た
の

で
す

。
何

だ
か
薬
師

沢
小

屋
に
着

い
た

安
心

感
よ

り
、

見
た

く
も

無
い

人
間
臭

さ
を

見
せ

ら

れ
た

感
じ

が
し

て
し

ま
っ

た
の

で
す

。
し

ば
ら

く
河
原
状

を
歩

く

と
美

し
い
ゴ

ル
ジ

ュ
と

な
り

、
一
ヶ

所
残
置
シ

ュ
リ

ン
ゲ

を
頼

り

に
ト
ラ

バ
ー

ス
す

る
所

あ
り

。
や

が
て
左

岸
よ

り
岸
壁

の
間

か
ら

広
い
淵

の
中

に
赤

木
沢

が
出

合
い

、
本

流
も
巾

の
広

い
一
ｍ
程

の

滝
と

な
り

流
れ

込
む

。
「
圧
巻

は
赤

木
沢

が
合

流
す

る
大
渕

で
、
碧

い
水

の
美

し
さ

は
黒

部
随

一
で

あ
る

。
」
と
鈴

木
竿

山
が
書

い
て

い



る
。

出
合
手

前
左

岸
の
狭

い
河
原

に
ツ

ェ
ル

ト
を

は
る

。
岩

魚
は

一
匹

だ
け

し
か

釣
れ

な
か

っ
た

が
、

夜
は

す
ば

ら
し

い
星
空

に
な

っ
た

。
焚

き
火

も
豪
快

に
燃

え
た

。
 

四
日

目
 

 
美

し
い
朝
焼
け
空

に
、
昨

夜
の
残

り
火

か
ら

す
ぐ
焚

き
火

も
燃

え
出

す
。

二
人

と
も
寒

か
っ

た
と

さ
か

ん
に

言
う

。
の

ん
び

り
準

備
し

て
７

時
少

し
前

に
赤

木
沢

に
入

る
。
美

し
い
ナ

メ
滝

の
連

続

と
明

る
い
開
け

た
両

岸
の
高

山
植
物

に
、

こ
の

谷
の

人
気

が
う

か

が
え

る
。

岩
板

上
か

ら
落

下
す

る
大
滝

も
す

ば
ら

し
い

。
短

い
谷

だ
が

、
谷

の
美

し
さ

が
凝
縮

さ
れ

て
い

る
の

だ
ろ

う
。
源
頭

は
草

原
状

の
中

、
赤

木
岳
手

前
の
縦
走
路

に
で

る
。

わ
り

と
あ

っ
け

な

い
感

じ
だ

。
北

ノ
俣
岳

を
経

て
暑

さ
に

う
だ

り
な

が
ら
飛
越

ト
ン

ネ
ル
側

に
下

っ
た

。
途
中
寺
地

山
下

で
赤

木
沢

を
歩

く
と

い
う

田

中
さ

ん
達
三

人
パ

ー
テ

ィ
に

出
会

う
。
タ

ク
シ

ー
で

平
湯
温
泉

に

向
か

い
、

新
宿

行
高
速

バ
ス

に
て
帰

る
。

 

コ
ー

ス
タ
イ

ム
 

８
月

２
日

 
新

宿
発

２
２

時
３

０
分

 

８
月

３
日

 
扇

沢
着

５
時

５
０

分
、
同

発
６

時
３

０
分

、
黒

四
ダ

ム
着

６
時

５
０

分
、

平
の

渡
し

発
１

２
時

０
０

分
、

奥
黒

部
ヒ

ュ
ッ

テ
キ
ャ

ン
プ
地
着
１
４

時
３

０
分

 

８
月
４

日
 

ツ
ェ

ル
ト

発
６

時
３

０
分

、
金

作
谷

出
合

先
ゴ

ル
ジ

ュ
帯

通
過

し
て
左

岸
の

河
原
着
１
４

時
３

０
分

 

８
月

５
日

 
ツ

ェ
ル

ト
発

６
時

３
０

分
、
薬
師

沢
出

合
着
１
４

時

３
０

分
、
赤

木
沢

出
合
着
１

５
時

３
０

分
 

８
月

６
日

 
ツ

ェ
ル

ト
発

６
時

５
０

分
、
赤

木
岳
手

前
登

山
道
１

０
時

０
５

分
、

北
ノ
俣
岳
１

０
時

３
０

分
、
飛
越

ト

ン
ネ

ル
１

５
時
１

０
分

、
平
湯
温
泉
着
１

６
時

２
０

分
～
１

７
時

２
５

分
、
同

発
１

７
時

２
５

分
、

新
宿

着
２

２
時

０
０

分
 

     



                      

                      



 
  


